
昨年度はロータリー百周年の記念すべき年を
過しました。百年続く組織は極めて希であり、
百年続いたロータリーの歴史は我々の人類への
奉仕活動が成功して来たこと、世界でロータリー

がこれまで必要とされ、今後もまだまだ必要とされていることを証言
してくれていることだと思います。
ロータリーの新世紀を迎えた今年度、ステンハマーRI会長は今年度
のテーマに『超我の奉仕Service above Self』を提示しました。「超我の奉
仕」（1911年ポーランド国際大会:フランク・コリンズ発表）および「最も
よく奉仕する者、最も多く報いられる」（1910年シカゴ国際大会:アーサー
F。シェルドン発表）は、ロータリーの公式標語（Rotary Motto）であり、
中でも、「超我の奉仕」は、自己のために利益を得ようとする欲望と、
他人に奉仕しようとする義務感と、それに伴う衝動から起こる心の争
いを和解させようとするロータリーの根本的な理想を効果的に表現し
ている標語であると思います。
「1911年から95年間、この標語は、私達が人道的奉仕を遂行し、高い
道徳的水準を推進し、国際理解と平和のために活動する上で、根底を
なす動機となってきました。私たちの生活に内在するあらゆる事象と
同じように、この標語を私達は自然に受け入れることができます。来
る年度、すべてのロータリアンに「超我の奉仕」の真の意味をじっくり
考えていただく機会が与えられます。」というステンハマーRI会長の言
葉を、ロータリー新世紀を向かえてRI2800地区の会員のひとりがその
真意を汲み取ってください。
私は、このステンハマーRI会長の真意を地区内ロータリアンに理解
と実践をして頂くべく地区目標「地域、クラブ、個人からの新しい超我
の奉仕への発進（発進）_ロータリー新世紀を迎えて、あなたは何ができ
ますか_」を設定しました。「超我の奉仕」という言葉は画一的なもので
はなく、これまでの歴史を紐解きながら、ロータリアン一人ひとりが
内なる情熱で達成しなければならないものと思います。私は会員の潜
在能力を信じ、新世紀に向けての発展を期待するものです。
「超我の奉仕」により、貴クラブ並びに会員各位の今後益々のご発展
を祈念して公式訪問に当たっての御挨拶とさせて頂きます。

7月第3例会 今年度第3回 通算858回目　7月20日㈬通常例会 12:30～グランドホクヨウ米沢

7/27(水)…同伴夜の例会ビアパーティー
        　　 18:30～上杉記念館       
8/  3(水)…ゲスト卓話 飯 島 周 明氏
8/10(水)…ゲスト卓話 渡 辺 亮 一氏
8/17(水)…「お盆のため休会」

幹事報告
・地区米山奨学セミナー／8月20日(土)13:30～ 於：オーヌマホテル
・ロータリー・ワールド・ニュース／RI
スマイル現況
7／20スマイル…39,000円  累計…97,000円 
石黒慶一ガバナー 今井三男ガバナー補佐 赤間俊明君 安藝栄祥君 安部美和子さん
井上 薫君 上杉勝己君 梅津 勇君 遠藤清一郎君 小形 茂君 大友恒則君 金内晴一君
川島良博君 小嶋 洋君 斎藤栄助君 斎藤信一君 佐藤忠次君 色摩 勇君 鈴木 勲君
鈴木博雄君 鈴木陽一君 諏訪慶蔵君 髙橋芳男君 二宮敏浩君 羽生吉弘君 古畑角次君
前山亮一君 宮嶋敏郎君 宮田和幸君 柳澤 昭君 吉澤章仁郎君 渡辺良一君

本日は、早々と第2800地区ガバナー石黒慶一氏

をお迎えしてガバナーの公式訪問です。ガバナー

におかれましては連日の公式行事を含め、色々と

行事を遂行されお疲れのことと思います。中央RC

も来年が20周年、次の年度がガバナーを出すこと

になりますので、良きアドバイスご指導のほどを

お願い申し上げます。

先日17日に、甲子園大会の予選を見てきました。

メンバー表を見まして大変嬉しく思いました。米

沢中央高校、九里学園高校両校共に置賜一園の中

学出身でした。私立高校には県外の生徒が沢山入っ

ていますが、地元の子供達でも甲子園に行くチャ

ンスはあると思います。現在は多くの情報があり、

若い指導者たちが情熱を持って向かって行けば置

賜からもう一度甲子園に行けると思っています。

それも、井上さんの米沢リトルシニア野球が発展

すれば夢が必ず叶うのではないでしょうか。

《会長あいさつ》 会  長　鈴木　　勲

■ロータリー情報
「クラブの理事と役員の資格」とは
各役員および各理事は、いずれも本クラブの瑕疵なき会員でなければならな
い。他に６項目の資格条件が掲げられ、それをマスターした人が資格者となり
ます６項目については、手続要覧の第1章・クラブ管理に掲載されていますの
で必ず読んでください(手続要覧の無い会員は至急求めてください)

『超我の奉仕（Service above Self）』
2005 ～ 06 年度ガバナー 　石黒　慶一 氏

公式訪問ガバナー挨拶


